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平成３０年 第１回定例会 産業建設委員長報告 

 

平成３０年３月１９日（月） 

 

 

４番 渡辺 雅浩 です。                        

 

産業建設委員会に審査付託された議案について、去る３月１２日、１３日の

２日間にわたり委員会を開催し、それぞれ慎重に審査を行いましたので、その

経過及び結果についてご報告いたします。 

 

議案第１８号「平成３０年度岡谷市一般会計予算」中、産業建設委員会に審

査付託された部分について、審査の主な点をご報告いたします。 

 

はじめに、所管する各部の、執行体制についてご報告いたします。 

産業振興部においては、組織は農業委員会を農林水産課に含め、３課１室で

組織し、正規職員４１名、嘱託職員７名の合計４８名、建設水道部においては、

３課で組織し、正規職員６２名とのことでありました。 

 

次に、款ごとに審査の内容についてご報告いたします。 

まず、歳出について、 

５款 労働費では、若年人材確保事業について、 

委員より、年末企業研究会の内容について質疑があり、主にＵターンを目的

として、首都圏等に進学した学生を対象に年末帰省時期に開催しており、地元

企業への就職につながるよう、企業の概要を知っていただく面談の場を開催す

るものであるとのことである。 

また、委員より、補助の内容について質疑があり、若年人材確保事業では、

大きく分けて４つ事業を行なう予定であり、その内、補助については、インタ

ーンシップ促進補助金を従来から行なっており、インターンシップを受け入れ

た企業に対して、補助金として人件費の一部を補助するものであり、１日当た

り、何人受け入れても３千円、最高５日間で 1万５千円である。また、障がい

者を受け入れた場合は、６千円となるとのことでありました。 

委員より、大きな成果が上がるように取り組んでいただきたいとの要望があ

りました。 
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次に、６款 農林水産業費では、 

農業次世代人材投資事業について、 

委員より、農業次世代人材投資事業補助金１５０万円について質疑があり、

国の１０分の１０の補助で５年間の給付であり、１年目が１５０万円、営業開

始した２年目以降は３５０万円から前年の総所得を減じた額に５分の３を乗じ

た額を交付するとのことである。また、対象は実際に岡谷市で就農される方で

あり、露地野菜を栽培するということで、現在は塩尻市の農業法人に勤めてい

るが、独立して岡谷市で栽培していくことになっているとのことである。 

また、しっかり農業で独立できるように経済面、技術面も指導していくもの

であるとのことでありました。 

 

次に、７款 商工費では、 

まず、シルキーバス運行事業について、 

委員より、中古バスを使う理由について質疑があり、シルキーバスの更新に

ついては、現在５台のバスを平成１２年から運行しており、約１７年が経過し

ている。平成２４年度からバスの更新は順次行なっており、国の推奨では、ノ

ンステップバスや、ワンプテップバスを推奨しているが、岡谷市は山間地を通

る部分で、車両下部を擦る可能性があるため、ノンステップバスが対応できな

いとのことである。さらに、車高の高いバスが、製造されていないこともあり、

中古バスを活用しているとのことであるが、時代背景、人口密度などにより、

必要に応じて路線変更を見直す中で、ノンステップバス等が対応可能であれば、

購入も考えていきたいとのことでありました。 

さらに委員より、岡谷市は道路事情でノンステップバスが運行できないこと、

また、現在ノンステップバス以外の車高の高いバスは製造されていないため中

古バスを購入しているとのことであるが、１０年後を考えた場合、岡谷市の道

路事情を変えなければならないのではないかとの質疑があり、道路の改善改修

について、シルキーバス全線にわたる改良は簡単ではないが、１０年後、車高

の高いバスがなくなってしまったときに、部分的に何処が支障となりノンステ

ップバスが通れないかということを検証しながら、改良していかなくてはいけ

ないとのことでありました。 

委員より、１０年後には不都合が出る可能性があるため、道路事情も考えな

がら、総合的に公共交通を考えていただきたいとの要望がありました。 
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次に、商業環境調査について、 

委員より、現時点でどのような結果がでたのか質疑があり、商業環境調査で

は、各種アンケート調査全８項目を、１年間かけて行なっており、消費者の考

え方、経営者の考え方の部分で調査をしているものである。消費者からは、岡

谷市には大型店があり、チェーン店もあるため、買い物には困らないのではな

いかという意見が多く寄せられたが、商業者からは、インターネットの普及や

宅配、また、人口減少もあり、消費が低迷してきているという意見が寄せられ

ており、今後、分析や検証について岡谷商工会議所、岡谷市商業連合会と意見

交換、情報交換する中で、商業振興施策を考えていきたいとのことでありまし

た。 

委員より、分析や検証は専門機関に依頼するのか質疑があり、調査を行なっ

たメンバーである商業観光課、岡谷商工会議所、岡谷ＴＭＯ、岡谷市商業連合

会で結果を基に、分析及び検証をしていくとのことである。 

さらに委員より、街なかのにぎわいを創出するための計画策定について質疑

があり、平成３０年度、分析及び検証を行ない、平成３１年度を目安にソフト

事業を中心とした施策実施に向け、にぎわいの創出につながる計画を、策定し

ていきたいとのことでありました。 

委員より、既存商店が活性化し岡谷市にふさわしい計画になるよう取り組ん

でいただきたいとの要望がありました。 

 

次に、IｏT導入支援事業について、 

委員より、事業内容と展開について質疑があり、市内企業が IｏTシステムを

導入し、自社の複数の設備を相互に接続して、収集された情報を活用すること

により、生産性の向上、人材不足の解消を図る取り組みを支援するものである。 

補助対象経費は、機械設備、システム開発費、補助率は対象経費の３分の１

以内で、５０万円が上限である。補助金以外にも IｏTの活用により成果をあげ

ている先進企業の視察研修のほか、専門講師によるセミナーを開催し、市内企

業の IｏT導入に関する疑問、課題の解決を図りたいと考えているとのことであ

りました。 

委員より、IｏT導入に対する支援の必要性について質疑があり、昨年４月に

市内企業１００社を対象に景気動向調査を実施しており、その調査の中で、Iｏ

Tに対し興味があると回答した２９社を訪問し IｏTの活用の考え方について聞

いたところ、補助金があれば活用し、IｏTを導入したいと複数の企業が回答し

ている。また、既に国の補助金などを活用し、IｏTを導入している企業もある
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ので、引き続き聞き取り等を行いながらニーズを確認して参りたいとのことで

ありました。 

委員より、補助金の上限が５０万円でよいのかとの質疑があり、市内企業を

訪問し聞き取りを行なった中で、IｏTには興味があるものの、多くの企業にお

いて IｏTの利活用への理解が不十分であることから、分野の設備投資がなかな

か進まない状況が伺えた。このような方たちの背中を後押しするうえでは、少

額ではあるが、市内企業に実績を残していただき、IｏTを取り込むことのメリ

ットを見える形にすることで、その波及効果を期待しているとのことでありま

した。 

  

次に、事業承継支援事業について、 

委員より、市内企業における事業承継とＭ＆Ａの取り組みについて質疑があ

り、後継者が見つからないという事例もあるので、企業へのヒアリングを進め

る中で、状況を確認している。昨年、市内企業がＭ＆Ａにより、うまく事業を

引き継いだ事例もあるので、そういった企業の話を聞きながら、Ｍ＆Ａのメリ

ットについても説明していきたいと考えて いるとのことでありました。 

また、委員より、借入れ金等で会社をたたむにたためない方もいると思う。

金融庁は、そのような方については、ある程度金融も緩めて、借入れ金を清算

できるような取り組みもとられているはずであるが、相談、要望、取り組みは

どのようになっているか質疑があり、経営的な部分では、金融機関との連携が

必要となってくる。また、後継者探し、Ｍ＆Ａを活用した事業引継ぎについて

も、関係機関と連携して進めていきたいと考えているとのことでありました。 

委員より、事業承継は、今後複雑になると思うが、事業承継、Ｍ＆Ａ等の支

援にも力を入れていただきたいと要望がありました。 

 

次に、岡谷市工業活性化計画策定委託料について、 

委員より、委託内容について質疑があり、委託料は、平成３１年度からの計

画策定に必要となる経費であり、内容は、平成３０年度、工業系の全事業所に

アンケートを実施し、そのアンケート集計、データ分析を専門機関に委託する

経費である。また、策定については、データ等を基に、工業活性化会議の委員

が中心になり議論を重ね、策定するとのことでありました。 

委員より、日本だけでなく広く世界の情勢にも柔軟に対応した計画となるよ

う要望がありました。 
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次に、地域おこし協力隊導入事業について、 

委員より、ポスター等作成委託料、広告料について質疑があり、この事業は

岡谷のブランドの核となる、オール岡谷産のシルク商品の確立や、岡谷ブラン

ドブックのアクションプランを推進するため、地域力強化の担い手となる人材

を 確保する事業であり、養蚕から製糸、製品化に携わる中で、最終的には岡

谷市への定住定着を図るというものである。平成３０年度については、各種マ

ッチングイベントに参加し、協力隊員の募集に取り組み、そのためのポスター

作成の業務委託料、また、広告料についても、地域協力隊を募集するに当たり、

求人情報サイトや求人紙等に広告を掲載するための事業費とのことでありまし

た。 

 委員より、地域おこし協力隊を推進している総務省への働きかけについて質

疑があり、これらの経費については、総務省の財政支援があり、特別交付税に

算入されるもので、募集に要する経費については、１団体あたり、２００万円

が上限であるとのことでありました。 

 

次に、８款 土木費では、 

道路橋梁総務管理事業について、 

委員より、LED化の取り組みが予算にあるのか、また、街路灯が樹木等で影に

なり、昼間も点灯している箇所があるのか質疑があり、土木課で維持管理して

いる道路照明灯については、既存の道路照明灯で大規模な修理等があった場合

や、道路の改良等で道路照明灯を新設する場合は LEDへの交換や設置を行って

いるが、全ての道路照明灯を LEDへ交換する予算は計上していないものである。

LEDの灯部や電球の器具等は近年安価になってきているが、一般的な道路照明灯

に比べ、器具が高いため、LEDの器具と電気代の費用対効果を含めて、今後検討

していかなければならないと考えているとのことである。 

また、樹木等の影響により、昼間も点灯している道路照明灯については、市

民からの情報や、職員によるパトロールで発見した場合は、街路樹や市有地の

樹木であれば、直ぐに伐採等行い対応しているが、個人の敷地の樹木について

は、所有者から伐採の了解を得るまでに時間を要することが多い。昼間で点灯

しているものが数箇所あることを把握しており、できるだけ早く対応し、電気

代の節約に心がけて行きたいと考えているとのことでありました。 

  

次に、道路維持費について、 

委員より、前年度に比べて約７千３００万円増の理由について質疑があり、



 6 

平成３０年度に公共施設等適正管理推進事業債という有利な起債を活用し、道

路維持の舗装の補修を行なう。また、社会資本整備の交付金事業も今年度長寿

命化に合わせて実施しており、その分で前年度より増えている状況であるとの

ことである。 

委員より、有利な起債の中身について質疑があり、道路の補修に関して、表

層のアスファルトの部分だけ打ち替えるものは、実際には補助の対象にはなら

ないが、公共施設等適正管理推進事業債として、平成２９年度から平成３３年

度の５年間対応できることから、表面の補修というものに特化して今回対応し

ていくものである。また、この起債については、一定の交付税算入がされる有

利な起債とのことである。 

委員より、有利な起債を活用するということで、例年より道路整備が進むの

か質疑があり、主要幹線道路については、従前に比べ進んでいくが、補助等の

対象にならない一般生活道路については、前年度ベースとのことである。 

委員より、１９路線の舗装の打ち替えは、大きな取り組みであると思うが、

どのように考えているか質疑があり、公共施設等適正管理推進事業債は、国の

公共施設に対する管理の上で長寿命化が一つの主要な項目に入っており、道路

の舗装だけを見ると、補助事業にはならないが、この起債の対象となる事業が

あり、かつ、交付税算入があるため、市としても、有利に使えるということで、

この起債を活用して事業を進めるものであり、舗装の傷みも多い中で、市とし

てもできるだけ、力を入れていきたいとのことでありました。 

  

次に、立地適正化計画策定事業について、 

委員より、スケジュールについて質疑があり、持続可能な地域社会の実現を

目指すために、平成２８年度より取り組んでいるもので、平成２８年度は、基

礎的なデータと都市構造上の課題の分析を行ない、平成２９年度は都市構造上

の課題の分析から立地適正化計画におけるまちづくりの方針を定め、課題解決

のための施策、誘導方針などの検討を行なったところである。平成３０年度の

業務について、平成２８年度、平成２９年度の２ヵ年で人口推計に基づいたデ

ータなどは、平成２２年度の国勢調査のデータに基づいているため、最新のデ

ータである平成２７年度の国勢調査のデータを組み替え、人口見通しなどの時

点修正を行なうものである。今後、立地適正化計画庁内協議会、幹事会等に諮

りながら、素案の策定を進めて、住民説明会、パブリックコメントを行い、最

終的には、都市計画審議会への意見聴取を行い計画案の策定となる。今のとこ

ろ、平成３０年度末位を予定しているが、様々な課題等があるので、策定時期
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については、今後判断していきたいとのことでありました。 

 

次に、スマートインターチェンジ整備調査事業について、 

委員より、スケジュールについて質疑があり、アプローチ道路である、諏訪

湖サービスエリアへの進入退出路の調査については実施していないため、諏訪

市と共同で、より詳細な図面を作成するための費用を諏訪市への負担金として

計上している。また、地元地域の説明についても、アクセス道路の説明ができ

ても、どのように諏訪湖サービスエリアへの接続となるのか、調査を必要とす

ることから、平成３０年度にアプローチ道路の調査費用を計上したものである。    

今後のスケジュールについては、４月以降に、地元小坂区、諏訪市有賀区へ

図面提示をする中で、多くの意見をお聞きして、その意見をどのように設計に

反映できるかという協議を行ない、地元合意を得て行きたいと考えているとの 

ことでありました。 

委員より、地元の方への説明と同時に、スマートインターチェンジの可能性、

メリットを広く市民の皆さんに知らせていただきたいとの要望がありました。 

 

次に、住宅防災・減災事業について、 

委員より、岡谷市の昭和５６年以前の建物の状況と補助の変化について質疑

があり、平成１５年の時点で約７１００戸あった昭和５６年以前に建てられた

耐震性が不十分な建物が、現在は約４７００戸となっており、市内全体の住宅

の内の約７５．２％が耐震化されているとのことである。 

また、耐震改修補助については、現在、耐震改修工事費の２分の１で、かつ

上限額が６０万円であるが、大規模地震の発生の可能性が指摘される中で、さ

らに、住宅の耐震改修を進めていく必要があるため、国で、平成３０年度以降、

耐震改修に関して積極的に取り組む市町村に関しては、耐震改修工事費の８割、

上限額を１００万円とする方針を示したことから、住宅所有者の負担額が少な

くなるため、市としても、平成３０年度から１件当たり最大１００万円とした

ものであるとのことでありました。 

 

次に、歳入について、 

１６款財産収入１項１目財産貸付収入中、２節著作権使用料について、 

委員より、前年度の実績により予算額を決めているのか質疑があり、平成２

８年度はＴシャツメーカーとタイアップし、例外的に著作権使用料が約３５０

万円であったが、過去の実績を基に予算計上したとのことでありました。 



 8 

次に、第１表 歳入歳出予算中担当部分、第２表 債務負担行為中及び、第

３表 地方債中については、特段質疑等はありませんでした。 

 

次に討論について報告いたします。 

平成３０年度は、「みんなが元気に輝くたくましいまち岡谷」の実現に向けた、

第４次岡谷市総合計画後期基本計画の最終年度となるとともに、次の１０年を

見据えた、第５次岡谷市総合計画の策定に向けた大変重要な計画年度であり、

本予算は、必要な施策事業に財源を集中し、重点的かつ効率的に配分された予

算となっている。 

第５次岡谷市総合計画策定に当たっては、将来のあるべき岡谷市の姿を見据

え、なお一層の配慮を要望して、本議案に賛成する。 

また、新年度予算編成の３つの重点施策「たくましい産業の創造」「輝く子ど

もの育成」「安全・安心の伸展」を踏まえ、産業の振興から都市基盤の整備まで、

岡谷市の現在から将来にわたる重要な施策を積極的に推進する予算編成とされ

ているものである。 

社会経済は厳しい状況が続くことが予測されるが、予算の執行に当たっては

効率的、効果的な予算執行をお願いして本議案に賛成する。 

また、スマートインターチェンジの設置推進や生活道路の計画的修繕、商業

環境調査によるにぎわいの創出につなげるための計画の策定、岡谷市工業活性

化計画の策定をはじめとする産業振興の推進、岡谷ブランドの推進、シルクフ

ァクトおかやを拠点とする岡谷ブランドの推進にさらに積極的に取り組んでい

ただき、人口減少と少子高齢化が進展しても、活力ある持続的なまちの発展を

実現するため、これまで以上に創意工夫を重ね、岡谷市が持つ特色ある地域資

源を最大限に活用しながら、引き続き各種事業を積極的に展開し、多様化する

市民ニーズにも的確に対応して、誰もが安全で安心して暮らせるまちづくりを

要望して本議案に賛成する。との討論がありました。 

 

以上、審査の結果、議案第１８号中、産業建設委員会に審査付託された部分

につきましては、原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

 

次に、議案第２０号「平成３０年度岡谷市地域開発事業特別会計予算」及び

議案第２１号「平成３０年度岡谷市分収造林事業特別会計予算」については、

審査の結果、原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 
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次に、議案第２３号「平成３０年度 岡谷市 温泉事業 特別会計予算」につい

て、委員より、温泉スタンドの需要の低下について質疑があり、温泉スタンド

の利用状況については、年々減少していることに伴い、メダルの収入も減少し

ている状況である。対策としては、例年実施している感謝デーでの利用増と、

個々に状況を見る中で対応しているのが現状とのことである。 

また、美肌の湯ということで、各所で PRしているが、現状を維持するのが精

一杯とのことでありました。 

委員より、しっかり PRして利用者を増やしていただきたいと要望がありまし

た。 

以上、審査の結果、原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

 

次に、議案第２６号「平成３０年度岡谷市水道事業会計予算」について、 

委員より、平成２９年度、水道料金の値上げがあったが、新年度の予算にど

のように反映されているのか質疑があり、平成２９年７月に水道料金を平均で  

９．７％引き上げており、これは水道事業を維持し、将来に渡り安全安心な水

を安定的に供給するために策定した岡谷市水道事業基本計画に基づく水道施設

の更新、再構築、耐震化を実施するために、必要な財源として改定を行なった

ものであり、国の交付金や企業債、自己資金を利用し、不足する部分について

水道料金を充てて整備を実施するとのことである。 

特に、平成３０年度の事業内容としては、更新事業として、長地１号線など

の管網整備、出早水源などの水源の施設整備、小井川浄水場の機械装置設備の

更新、また、再構築事業として、引き続き間下減圧槽及び関連の管路の整備を

行なうとともに、新設する小井川配水池の配水区域の送配水管新設工事も行う

とのことである。 

また、耐震化工事では、前年比で約７千万円の増であり、管路の耐震化と、

老朽鋳鉄管の敷設替えを行なうもので、来年度は管路の耐震化にウエイトをお

いているとのことでありました。 

 

次に、討論について報告いたします。 

水道事業は市民生活に不可欠なライフラインである。人口減少が進展し、給

水量の減少に歯止めがかからない厳しい経営状況の中、岡谷市水道事業基本計

画、水道事業 経営戦略に基づき、施設の更新や耐震化などの改良事業を始め、

水質管理や施設の維持管理に適切に取り組んでいただき、健全な経営を推進す

るとともに、将来にわたり安全で安心な水の安定的な供給に引き続きご努力を
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要望し本議案に賛成する。との討論がありました。 

 

以上、審査の結果、原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

 

次に、議案第２７号「平成３０年度岡谷市下水道事業会計予算」について、 

年間の排水量は水道事業と同様に、年々減少しているが、平成３０年度の予

定量は、前年度の予定量に対して若干の増を見込んでいるとのことでありまし

た。 

 

次に、討論について報告いたします。 

快適な市民生活に下水道事業は不可欠である。岡谷市下水道事業経営戦略を

基本に、施設の長寿命化事業、総合地震対策事業など災害対応対策を進め、効

率的、効果的な維持管理を積極的に取り組んでいただくことを要望し、本議案

に賛成する。 

また、下水道総合地震対策事業に基づき、計画的に地震対策工事を進めてい

ただき、災害に強い施設整備を進めていただくよう要望し、本議案に賛成する

との討論がありました。 

以上、審査の結果、原案のとおり可決することに決定いたしましたので、報

告したします。 

 報告は以上であります。 

 


